
企業価値向上に向けた実効性を
常に意識しながら
職責を果たしてまいります

社外取締役 
山口 貢
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GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

守りの面も確認しながら、
成長への攻めができるよう
経営陣の背中を押していきます

社外取締役 
日戸 興史

　第六次中期経営計画は過去最高益を更新し、計画値を大
きく上回る実績となりました。これはグループ一丸となり、
事業環境の変化に柔軟かつ迅速に対応しながら、資本コス
トを意識し、収益性および生産性の向上、さらには売価の適
正化に取り組んできた成果であると高く評価しています。
私は専門であるROIC経営の観点から、資本コストの超過
を前提とする投資回収性や計画の蓋然性、前提が大きく変
化した際の投資計画の見直し、また不採算事業の撤退につ
いても提言し、実行に結び付けてきました。
　長期ビジョン「Vision 2035」において、成長ドライバー
と位置付けていたバッテリーEV（BEV）市場の見通しが大
きく変化したことを受け、今後の成長エンジンの再設定な
ど、成長戦略の見直しが必要となりました。そのため、第七
次中期経営計画（新中計）は、既存事業で収益性を高めなが
ら、社会インフラを中心に将来の成長に向けた積極投資を
行うフェーズと位置付けることになりました。投資と収益性
のバランスの面でのかじ取りが非常に難しい局面とはなり
ますが、コーポレート側と事業サイドが議論を深め、増収増
益の実現を目指す挑戦的な計画となったと考えています。
　また、新中計策定を機にマテリアリティを従来のCSR寄り
の内容から経営戦略と連動したマテリアリティへ見直した
ことについて、私はマテリアリティとは会社にとって目指す
姿と現状のギャップと定義します。その観点から、今回事業
マテリアリティと基盤マテリアリティを明確に設定したこと
をサステナビリティ経営の進化だと評価しています。

　新中計においても、ROICを継続的に高めて成長への投
資原資を自ら稼ぎ、投資をさらなる成長と収益につなげる
スパイラルアップを実現し、企業価値向上を追求していくこ
との重要性に変わりはありません。新中計期間中は、投資先
行のステージであるためROICならびに収益性の大きな向
上は前提としていませんが、既存事業の収益性が着実に向
上しているかを、しっかり評価していくべきと考えています。
　利益が大きく伸びないため、第八次中期経営計画やその
先で描く姿とその実現に向けたストーリーを、いかにわかり
やすく示すかについて、特にこだわりを持って意見を述べま
した。
　また、キャッシュ・アロケーションや投資方針、株主還元方
針を明確にすることで、株主・投資家の皆様からの理解を深
め、期待を持ってもらうことの重要性もきちんと留意すべき
と提言しました。

　激しく変化する経営環境の中でGSユアサが勝ち残って
いくためのカギは、実現力とスピードになります。過去の経
験や方法、スピードにとらわれることのない挑戦と、変化へ
の柔軟な対応を果たしていく上で、多様な経験や専門性を
持った社外取締役が果たすべき役割は、今後さらに大きく
なっていくと認識しています。
　私は、引き続き投資規律やリスクマネジメント、内部統制
などの守りの部分を確認しつつ挑戦を後押ししていくこと
で、ＧＳユアサが実行スピードをさらに加速して企業価値向
上に必要なスパイラルアップを高速で回せる会社となるこ
とを期待しています。

　社外取締役に就任して1年が経過しました。第六次中期経
営計画の最終年度は、目標利益を大幅に達成することがで
き、着実に「稼ぐ力」がついてきたと高く評価しています。私
自身、「モノづくり」の企業に身を置いている立場から、上昇
するコストを価格に転嫁することは容易ではないことを、身
にしみて感じていますが、鉛蓄電池などの既存事業の収益
改善は、「稼ぐ力」の重要性が、あらゆる現場に浸透している
ことの証左だと考えています。また、不採算事業からの撤退
を進める一方、ESS・AIDCなどの伸びる分野に経営資源を
シフトしていったことも収益性向上に確実に寄与したと考え
ています。こうして、やるべきことを確実に行った結果が、目
に見える成果として表れたのが第六次中期経営計画の3年
間だったと思います。

　第七次中期経営計画からは、「モビリティ」と「社会イン
フラ」の大きなくくりにセグメントを分けました。これは自
動車用鉛蓄電池だけではなく、社会インフラでも蓄電池技
術を通じて貢献していくという意思を明確に示された英断
です。100年以上の歴史の中で、蓄電池技術をベースに新
しいアプリケーションを探索し、技術を蓄積し事業基盤を
広げてきたからこそできると考えます。
　これまで培った既存事業での着実な収益確保を図る一
方で、成長分野への積極的な経営資源の投入を進め、企業
価値の向上を目指していますが、第七次中期経営計画は
種まきの時期であり、成果獲得は第八次中期経営計画以
降になります。
　既存事業の収益力の維持・向上、新規投資案件の将来
性と採算性の確保、経営資源の確保について、常にモニタ
リングしていくことが不可欠と考えます。そのためには、業

績目標、予想の精度を含めて、数字で表し、数字をベース
に議論を深めることがより重要になっていくと考えます。

　いわゆるVUCAの時代のガバナンスにおいては、情報収
集力を高め、仮説を立てる能力をより一層、高めていくことが
重要だと考えています。そうして変化に対応する一方、いかに
経営環境が変化しようとも「ブレない」ことも必要だと思いま
す。その両面を支えることが、社外取締役の役割であり、取締
役会の監督機能強化のポイントだと思います。情報の非対称
性を解消するためのサポートなどもその観点でより一層、充
実していただければと思います。数字を追いかけるだけでは
なく「魂を込める」、つまり実効性の高い状態を生み出すこと
が大切だと考えています。その観点では、マテリアリティの刷
新を非常に高く評価しています。単に「世の中から求められた
からやっている」で終わらせるのではなく、経営戦略と連動し
真に企業価値向上にも結び付くことを能動的に行っていこう
という姿勢の表れだと感じています。役員報酬制度も経営陣
の報酬における業績連動の比率を高める改定を行いました
が、株主との価値の共有という意味で、これも企業価値に直
結することですし、段階的に進められている能力に応じた給
与制度への見直しは、従業員のモチベーションにもつながっ
ていくと考えます。
　当社に対する世の中の期待が高まっていますが、その分、
ガバナンスの重要性は高まります。異なる視点での提言や、
意思決定のプロセスの妥当性、適切なPDCAサイクルを回し
ているかといった視点に力点を置いて取締役としての職責を
果たし、GSユアサの企業価値向上に貢献していきたいと考
えています。私が就任してからの1年でＧＳユアサには、真面
目でチャレンジ精神がある人材が多いことと、モノづくりのす
ごみを実感しました。そうした人と技術の可能性を大いに広
げていけるよう、後押ししていきたいと考えています。

成長戦略を見直し、増収増益の実現を目指す
第七次中期経営計画を策定

新中計策定において重要視した
わかりやすいストーリーの明示

企業価値向上に必要な
「スパイラルアップ」の高速化に期待

「稼ぐ力」の強化が進んだ1年

第七次中期経営計画における英断と課題

実効性の高いガバナンスを生み出すことの重要性



事業と人・組織を一体として捉える「全体観」を持って、
企業価値向上のために必要なことを見極めていきます

　就任前は「自動車用バッテリーの会社」という認識にとどまっていました
が、100年以上の歴史の中で培ってきた独自の技術力を活かして、事業領域
を産業基盤はもとより「宇宙から深海まで」広範囲に広げていることを知
り、良い意味で驚きました。
　ＧＳユアサの掲げる中長期戦略の方向性には納得感がありますが、昨今
の劇的かつ非連続な経営環境の中では、変化を新たな成長機会として捉え
て「柔軟に変わっていくこと」に加えて、「変えてはいけないこと」「大切にしな
ければいけないこと」の見極めも重要になると考えています。
　私はこれまで人事・人材開発の領域に長く携わり、「キャリア自律した一人ひとりの成長が、組織や会社の成長につながる」
という信念を持ち続けてきました。また、3社の社長を務めた経験から、「事業と人・組織は車の両輪」であると捉えており、会
社が目指す方向にまっすぐ進むために、いずれも等しく強化する必要があると実感しています。今後は社外取締役という客観
的な立場から、事業と人・組織を一体として捉える「全体観」を持って、ＧＳユアサが企業価値を向上していくためには何が必要
かを見ていく所存です。
　人と地球に真の豊かさをもたらすエネルギー分野において、ＧＳユアサは欠かせない企業のひとつであり、今後も継続的
に成長していくことを期待しています。

社外取締役 
平井 弓子

新任 社外取締役メッセージNEW

社会価値と経済価値を両立する企業としての進化を期待するとともに、
成長戦略とリスク管理の高度化に貢献していきます

　ＧＳユアサは長年にわたり蓄電池を軸に日本の発展を支えることで信頼を
培ってきた企業であり、厳しい品質要求に応え続けることで育まれた技術力や、
国内外での安定供給を支える事業基盤は、誇るべき強みだと感じています。
　長期ビジョンでは社会インフラを成長事業と位置付け、資本効率を意識し
て事業ポートフォリオを転換する姿勢を強めるなど、変革に挑んでいます。脱
炭素化、再生可能エネルギーの普及、災害対応、さらには宇宙や海洋などの
極限環境まで、GSユアサが果たす役割は今後ますます重要になると考えて
おり、その成長可能性に大いに期待しています。
　サステナビリティは、事業を通じて社会価値と経済価値を創出し、企業価値を高める経営そのものだと考えます。ＧＳユアサ
にとって、蓄電池技術を通じた社会インフラの創出や環境配慮型モビリティへの貢献は大きな成長機会です。また、原材料調
達から製造、使用時の安全性、リサイクルなど資源循環を含めたバリューチェーン全体でリスクを管理し、社会価値と経済価
値を両立させることが、社会に選ばれる企業としての持続的な成長につながると考えています。私は社外取締役として独立し
た立場から、これまでの経験を活かし、原材料調達、サプライチェーン、人権、環境対応、資本効率、ガバナンスなどの観点か
ら、成長戦略とリスク管理の高度化に貢献していきたいと考えています。

社外取締役 
小川 千種

　当社は、統合以降、コーポレート・ガバナンス強化に継続的に取り組んでいます。特に2018年からは、指名・報酬委員会の設
置、社外取締役の増員、スキル・マトリックスの策定など、大きく進化しています。

■  コーポレート・ガバナンスの構成
取締役会における
社外取締役・監査役の比率

取締役 監査役

社内
57%
社内
57%

社内
50%
社内
50%

社外
43%
社外

43%
社外

50%
社外

50%

社外役員比率

社外役員の
在任期間

４年以下
60%
４年以下
60%

４年超から８年以下
40%
４年超から８年以下
40%

社外役員の在任期間

女性役員
比率

男性役員
82%
男性役員
82%

女性役員
18%
女性役員
18%

女性役員比率

（年）2010 2020

2005
● ホットライン通報窓口設置

2009
● 社長による従業員コンプライアンス
　アンケート開始（年1回）

2013
● 取締役任期を1年に短縮

2017～2019
● 業績連動型株式報酬制度の導入
● 指名・報酬委員会の設置

2015～2017
● 社外取締役を初めて選任（1名）
● 取締役会の実効性
　評価を開始（年1回）
● 社外取締役を2名に増員

2026
● 社外取締役を４名に増員　
● 女性取締役を複数名選任

2020
● 社外取締役を3名に増員
● 女性取締役を選任

2021
● スキル・マトリックスの策定

2020
●  継続監査年数が長期にわたって
　いたため、新たな会計監査人を選定

2022
● 監査室による取締役会への
　内部監査に関する事項につい
　て直接報告する回数を増加

2024
●サステナビリティ経営に関する意
思決定への助言などを行うため
の「サステナビリティ委員会」を
設置

2025
● 女性監査役を選任

経営責任の
明確化

経営判断の
多様性・客観性

向上

内部統制の
強化

コーポレート・ガバナンス強化に向けた変遷

ガバナンスの基本的な考え方はこちらをご確認ください ▶https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/management/esg/governance/governance.html
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「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

ガバナンス ー コーポレート・ガバナンス

2025年度に開催した株主総会後の構成比率

取締役 監査役

社内
50%
社内
50%

社内
25%
社内
25%

社外
50%
社外

50%
社外

75%
社外

75%

社外役員の
在任期間

社外取締役・
監査役比率

社外取締役・
監査役比率

４年以下
86%
４年以下
86%

４年超から８年以下
14%
４年超から８年以下
14%

女性役員
比率

男性役員
75%
男性役員
75%

女性役員
25%
女性役員
25%

2026年度に開催した株主総会後の構成比率

（5名/11名）（5名/11名）
45%45%

（7名/12名）（7名/12名）
58%58%



　経営戦略や中長期経営計画など、当社グループの中長
期戦略の決定を行うとともに、重要案件の審議および進捗
の確認や当社グループのリスク管理の運用状況を報告す
る体制を構築することで、当社グループの経営全般につい
て監督を行っています。原則として、月1回※1開催していま
す。
※1 必要に応じて臨時に開催あるいは書面による決議もしくは報告を行う。

2025年度
17回開催

　取締役会その他重要な会議で事業概況やリスク管理状
況などの報告を受けて意見および提言を行うとともに、取
締役および使用人などからの職務の執行状況聴取、重要な
決裁書および決議書類などの閲覧、財産の状況の調査など
により適正な監査を実施し、経営に対するモニタリング機
能を果たしています。原則として、月1回開催しています。

2025年度
16回開催

　取締役の指名および報酬などに係る取締役会の機能の
独立性・客観性と説明責任を強化するための諮問機関で
す。取締役候補者の選任案、代表取締役の選定案および後
継者計画（育成計画を含む）などについて協議し、取締役会
に答申します。指名・報酬委員会は、取締役の報酬決定の方
針や取締役の個人別報酬などについて協議し、取締役会に
答申します。

2025年度
9回開催

2025年度
2回開催4 グループリスク管理委員会

3 指名・報酬委員会

　当社のグループ経営に関するリスクの管理、対策の推進
と必要な情報の共有化を図っています。取締役社長が委員
長を務め、取締役・監査役、主要な子会社の取締役社長、事
業部長および部門長などが出席しています。原則として、年
2回開催しています。

取締役会1 監査役会2

連携

連携 連携出席出席

報告
選定／解職
監督統括管理

統括

［事業執行］

出席諮問

答申

監査

選解任 選解任 選解任

管理

グループ会社各社

監査

会計監査人

指名・報酬委員会

グループリスク
管理委員会

株主総会

㈱GSユアサ

内部監査室

取締役社長
（代表取締役）

社外社内

取締役5名 取締役8名 監査役4名

2 監査役会

コーポレート・ガバナンスの体制  （2026年6月時点）

開催回数 17回

村尾 修

谷口 隆

松島 弘明

平井 弓子

小川 千種

日戸 興史

山口 貢

辻内 章

深山 美弥

氏名

取締役会長

阿部 貴志 取締役社長
最高経営責任者（CEO）

取締役副社長

取締役

真田 芳行 監査役（常勤）

取締役

監査役

監査役

取締役
最高財務責任者（ＣＦＯ）

地位および担当

当社が期待する知見・経験

ESG
サステナ
ビリティ

指名・
報酬
委員会

マーケ
ティング
営業

製造技術
SCM

グロー
バル

IT
デジタル

法務
リスク

マネジメント
財務会計企業

事業経営

独立社外

取締役 独立社外

独立社外

独立社外

独立社外

松山 秀樹 監査役 独立社外

(注) 各氏に当社が特に期待する項目を最大5つまで記載しております。上記一覧表は、各氏の有するすべての知見や経験を表すものではありません。

　純粋持株会社の取締役会としてその責務を実効的に果たすために、グループ全体の事業に関する知識・経験・能力などを
有する人材、客観的な立場で長期的かつ幅広い視点から発言・行動できる人材をバランス良く選定しています。あわせて、
ジェンダーや国際性の面も含む多様な意見を反映できる構成となるようにしています。なお、取締役候補者の選定に当たって
は、指名・報酬委員会へ諮問し、その答申を踏まえ、取締役会で決定しています。

個々の社外役員の選定理由や活動状況は、当社株主・投資家情報サイトの「コーポレート・ガバナンス」をご確認ください。
▶https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/management/esg/governance/governance.html

2025年度
取締役会
出席回数

2025年度
監査役会
出席回数

●

●

●

●

●

●

●

●

●

17／17回

17／17回

ー

17／17回

17／17回

13／13回

ー

ー

17／17回

17／17回

13／13回

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

16／16回

16／16回

11／12回

ー

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

■

■

■

■

■

　2025年度に開催した取締役会での主な審議テーマ・付議報告は以下の通りです。当期は海外における事業戦略やバッテ
リーEV（BEV）事業の戦略について多くの議論・報告を実施しています。

2025年度の開催状況

1回当たり
平均開催時間

2.37時間
（最長4.10時間）

平均議題数 7.24議題／回

■  取締役・監査役の選定に関する考え方

取締役会構成およびスキル・マトリックス

取締役会における状況

3

4

1 取締役会
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ガバナンス ー コーポレート・ガバナンス

ガバナンス
目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

取締役 独立社外



　当社では、取締役会のあるべき姿、果たすべき役割などと現状が一致しているかを確認し、改善事項を洗い出し、取締役会
のさらなる運営改善を目指していくことを目的として、毎年1回、社外取締役および取締役社長を主宰者とした取締役会の実
効性評価を実施しています。実効性評価により明らかになった課題については、改善策を検討し、実行するとともに、翌年の実
効性評価において効果検証を行っています。

2025年度 実効性評価結果（評価対象：2025年1月～ 12月）

分析・評価プロセス

継続して実施し、さらなる改善へ

● 各取締役、監査役に対してアンケート
　およびインタビューを実施
［評価項目］
● 取締役会の構成
● 取締役会の議題

● 取締役会の運営
● 取締役会の責務

● アンケート結果および
　インタビュー結果を踏
　まえ、取締役会に評価
　結果を報告

● 前回の取締役会での報告を
　踏まえ、今後の取り組みに
　ついて議論を実施

STEP 1  アンケート・インタビュー STEP 2  結果報告・分析 STEP 3  今後の取り組みの議論

取締役会付議基準の見直し、計画段階における取締役会への付議やグローバル内部通報制度の構築な
ど、ガバナンス体制強化に向けて施策の検討を進める予定です。

評価
された点

課題

各項目についておおむね肯定的な評価がなされています。特に、取締役会資料の提出時期の早期化や社外
役員への事前説明の充実化などの施策については取り組みの効果が表れていると評価されました。

実効性評価において以下の課題が指摘されました。取締役会では課題改善に向けた取り組みを通じて、取締
役会のさらなる実効性向上を図ることを全員で認識共有しています。

● 重要案件の審議体制　 ● 海外を含めた子会社のガバナンス体制

当社の対応

取締役会の実効性評価
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ガバナンス
目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

　当社の社外役員を含む取締役・監査役および中核事業
会社であるＧＳユアサの全役員が、期待される役割・責務を
適切に果たすために有益なテーマをピックアップして、外部
環境の理解の深化および課題意識の共有化を目的とした
役員研修会を2020年度より継続して実施しています。

役員研修会テーマ実施年度

2024年度

2022年度

2023年度

■ パーパス経営およびサステナブル経営の実践

2025年度

2026年度

■ 自動車の電動化およびESS市場の動向
■ 企業価値とは何か～資本コストや株価を意識し
　た経営の実現に向けた対応～

■ 経営視点からのコンプライアンスの必要性・
   有用性、グローバル対応について

■ カーボンニュートラル、
　蓄電池ビジネスを巡る動向

■ 情報セキュリティに関する経営層の役割と責任
■ 資本コストや株価を意識した経営の実現に向
　けた対応について

役員研修会の様子

役員研修会の実施

●株主総会の招集および議案の決定 
●事業報告および計算書類などの承認
●取締役候補者の決定

●代表取締役および役付取締役の選定
●取締役の報酬および賞与
●取締役の他の法人役員の兼任

株主総会に
関する事項

役員に
関する事項

2025年度の主な審議事項

●中期経営計画、当社グループの
　事業戦略に関する事項
●資本コスト、資金調達に関する事項 
●重要な事業活動に関する事項

●指名・報酬委員会委員の選定
●取締役会実効性評価の実施、報告
●IR活動に関する報告 
●政策保有株式の検証

経営全般に
関する事項

その他

　2025年度の指名・報酬委員会においては、主に下記のテーマについて審議を行いました。

　2025年度の監査役会においては、主に下記のテーマについて審議を行いました。

2025年度の主な審議事項

指名に
関する
事項

報酬に
関する
事項

●次期取締役会体制および
　執行役員体制の方向性について
●社外役員候補者の選定・選任について 
●役員異動について

●当事業年度の固定報酬額および短期業績連動報酬額 
●中長期業績連動型株式報酬の目標値の設定および結果 
●短期業績連動報酬制度および株式報酬制度の見直し 
●役員の報酬等の額およびその算定方法の決定

●監査方針・監査計画の策定
●業務運営の適法性・企業集団としての
　企業行動規範の遵守状況
●内部統制システムの整備・運用状況

●経営判断の原則に基づく意思決定プロセスの状況
●会計監査の相当性、会計監査人の評価・報酬の同意
●監査報告書の作成

監査に
関する事項

2025年度の主な審議事項

ガバナンス ー コーポレート・ガバナンス

監査役会における状況

指名・報酬委員会における状況
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　当社は、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として、株式連動報酬を導入してい
ます。このたび、当社の取締役および当社の子会社であるＧＳユアサの取締役、執行役員、理事および上席研究員に対して、中
期経営計画で掲げる目標の達成と企業価値の持続的な向上を図るインセンティブをより一層与えることを目的として、 
2026年度から本制度を改定することを決定しました。この改定により、取締役の報酬と当社が中期経営計画で掲げる目標へ
の達成状況や株主価値との連動性をより明確にしています。

役員報酬制度の改定

基本方針

報酬決定のプロセスおよび報酬の構成

■  2025年度の実績〈総額と役員数〉

取締役（社外取締役を除く）

監査役（社外監査役を除く）

社外役員

306

53

45

報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円）

206

53

45

基本報酬

37

―

―

左記のうち、
非金銭報酬等

4

2

7
（退任取締役1名、
退任監査役1名含む）

対象となる
役員の員数（人）業績連動報酬

61

―

―

賞与

37

―

―

株式報酬
役員区分

（注）当社および当社子会社が役員に支払った報酬等の合計額を上記の報酬等の支払額として記載しています。

■  改定のポイント

役員報酬全体に占める業績連動報酬（年次賞与・株式報酬）の比率を引き上げ、業績向上に対す
るインセンティブを強化します。

業績連動性の強化

短期業績連動報酬である年次賞与については、営業利益およびROIC等を評価指標とし、本業の
収益力向上と資本効率の改善を重視した設計とします。 中長期業績連動報酬である株式報酬に
ついては、新中期経営計画にのっとり「連結売上高」および「連結ROE」、ESG関連指標として
「CO₂排出量削減率」および「エンゲージメントスコア」ならびに株主関連指標として「（TOPIXと
の）相対TSR」を業績連動指標として採用し、中長期的な企業価値向上を促進する制度とします。

評価指標（KPI）の
見直し 

株式報酬については、中期経営計画との整合性を高める観点から、中期経営計画期間に対応す
る連続する３事業年度の業績評価を反映するしくみに変更します。

評価期間の見直し 

当社グループに損害を与えた場合または重大な不正行為もしくは不当行為があった場合には、
年次賞与および株式報酬の全部または一部について権利確定後３年間にわたって返還を求める
場合（クローバック制度の適用）があります。

ガバナンスの強化 

ガバナンス
目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

設計コンセプト 制度内容

株式報酬

年次賞与

基本報酬

改定後のKPI設定方針

ガバナンス ー 役員報酬

　取締役の報酬などの具体的な支給額は、株主総会に承認された報酬限度額の範囲内において、指名・報酬委員会の答申を
踏まえ、取締役社長に委任することを取締役会で決定しており、取締役社長が具体的内容について委任を受けた上で各取締
役の基本報酬の額および賞与の額を決定しています。
　また、第七次中期経営計画から役員報酬制度を改定しており、株式報酬の指標にESG指標のCO2排出量削減率とエンゲー
ジメントスコア、株主関連指標の(TOPIX との)相対TSRを取り入れています。

　役員報酬は、継続的な企業価値の向上および企業競争力の強化のため、優秀な人材の確保、維持および業績向上へのモチ
ベーションを高めることを考慮した水準および体系としています。

ジーエス・ユアサ コーポレーションの役員報酬の構成

【2025年度までの構成】 70％基本報酬

社長以外の役員
（取締役他）
※数値は平均値を記載

15％15％

50％ 30％ 20％

54~58％ 25~27％ 18％

短期業績
連動報酬

中長期業績
連動報酬

社長 年次賞与 株式報酬

年次賞与 株式報酬

■  改定の全体像

基本報酬

基本報酬

真の意味での企業価値の向上を企図する新中計に照らしたコンセプトを基に、KPIを選定する

【改定後の構成】

中計期間での中計指標達成の動機付け
● トップラインの成長
● 資本効率性の改善（分母側の改善を含む）
● 非財務指標向上による企業価値向上

単年度目標の着実な達成の動機付け
● 本業の稼ぐ力の拡大
● 資本効率性の確保（分子側改善が主）

株主視点のさらなる強化
● 株主への総合的な利益還元

中計KPIから選定
● 売上高
● ROE
● エンゲージメントスコア、CO2排出量削減率

中計KPIのうち短期的確認も必要なものを選定
● 共通 → 営業利益（全社、事業別に確認）
● 全社 → ROIC（NOPAT／有利子負債 + 自己資本）
● 事業 → 事業利益（NOPATに金利・為替影響を加味）

株主にとっても、わかりやすいKPIから選定
● 相対TSR（対TOPIX）

KPI
評価
期間

全
社
・
事
業
評
価

全
社
評
価
の
み

３
年
＊
加
重
平
均

評
価
期
間
1
年

３
年
＊一
括
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定性
情報

● 取引関係の有無　　　　
● 取引関係以外の保有意義
● 将来的な取引・アライアンスの可能性
● 株式処分した場合のリスク

● 直近の取引高、利益額
● 年間受取配当金額、株式評価損益

定量
情報

　当社グループは、投資先との中長期的な関係維持、取引拡大、シナジーが期待できる純投資以外の株式を保有することは、
事業活動の円滑な推進、取引拡大により当社の持続的な成長に資するとともに、地域社会との良好な関係を維持、醸成するこ
とで地域経済の発展に寄与するものと考えております。そのため保有意義に加え、経済合理性を含めた総合的な保有の合理
性が確認できる株式は原則保有する方針でおり、毎年当社の取締役会において、特定投資株式の個別銘柄ごとに次の観点を
中心に検証を行い、保有の合理性を確認しています。これらの方針に基づき、検証の結果、保有の合理性がないと判断した株
式については、適宜縮減を図ります。
　政策保有株式に係る議決権行使については、中長期的な企業価値向上の観点から、投資先企業の議案の合理性を総合的に
判断の上、議決権を行使しています。

2021年度末 2022年度末 2024年度末 2025年度末

政策保有株式の銘柄数および純資産における比率
（みなし保有株式は除く） 銘柄数 純資産比率(%)

6.36.3

11.311.3
9.19.1 8.78.7 8.18.1

46
52 50 48

2023年度末

48

IR活動の主な実績（2025年度）

決算
説明会

決算
説明会

工場見学会

工場見学会工場見学会
個人

投資家向け
説明会

決算
説明会

決算
説明会

株主の
みなさまへ
発行

株主の
みなさまへ
発行（Web版）

統合報告書
発行

株主の
みなさまへ
発行

株主の
みなさまへ
発行（Web版）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

個別取材

海外ロードショー 

4回224件
93件
317件

3件（Web開催）

2025年度実績活動内容

国内

海外

合計

2025年度実績活動内容

カンファレンス 

スモールミーティング 

工場見学会 

個人投資家向け説明会
5回
1回

1回

主な対話テーマと関心事項（2025年度）

● 新車向けの値上げ効果の継続性
● 補修向けの売上好調の継続性

自動車電池（国内）

● アセアンの状況
● トルコの事業譲渡
● 米国IRA補助金の継続性

自動車電池（海外）

● 非常用分野の好調の継続性
● 常用分野の事業環境、生産能力増強
● AIDC向けの今後の見通し

産業電池電源

● HEV用の売価転嫁の状況
● BEV事業の進捗

車載用
リチウムイオン電池

●  防衛関連の需要
● 防衛関係の利益率の改善

特殊電池

● 業績予想・中期経営計画目標
　からの上振れの可能性

全社

● エンゲージメント調査における
　課題と対応
● 政策保有株式の削減
● 役員報酬

ESG

政策保有株式

　当社は、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆様と、さまざまな機会を通じてコミュニケーションを図っています。
　IR活動としては、機関投資家・アナリスト向けの四半期ごとの決算説明会に加え、証券会社主催のカンファレンスへの参加
や、個別面談、個人投資家向けの説明会などを定期的に実施しています。加えて事業理解を深めていただくための勉強会や事
業説明会、工場見学などのイベントも積極的に開催しています。また、株主・投資家情報サイトを活用し、積極的かつタイム
リーに情報を発信しています。IR活動を通じて得られた意見は適宜経営陣にフィードバックするとともに、半期ごとに取締役会
で報告、四半期ごとに経営ヒアリングで報告し、経営や事業活動に反映するよう努めています。
　社内向けの情報発信として、半期ごとに決算説明会動画の配信を行っているほか、社内報における決算報告の掲載、広報
ポータルサイトでのIRコラムの定期配信、社内研修を活用したIR情報の発信などさまざまな取り組みを実施しています。

ステークホルダーとのコミュニケーション

コンプライアンス・リスクマネジメント・情報セキュリティの取り組みについてはこちらをご確認ください　 ▶https://www.gs-yuasa.com/jp/csr/governance.php

リスク情報についてはこちらをご確認ください　▶https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/management/risk_information.html

BCPの取り組みについてはこちらをご確認ください　▶https://ir.gs-yuasa.com/jp/ir/management/esg/governance/governance.html

ガバナンス ー コーポレート・ガバナンス

ガバナンス
目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

工場見学会を通じた投資家の皆様とのエンゲージメント強化

　当社では、投資家の皆様に当社事業への理解を深めていただく機会として、ブルー

エナジーや栗東事業所などで定期的に工場見学会を開催しています。製造現場や生産

プロセスを実際にご覧いただくことで、技術力や品質へのこだわり、事業の競争優位性

について理解を深めていただき、投資判断の一助としていただくことを目的としてい

ます。

　見学会後のアンケートでは、「質疑応答の時間が有意義だった」「製造現場を見学す

ることで、当社の技術力や品質へのこだわりをより深く理解できた」といった声をいた

だいています。こうした対話の機会は、投資家の皆様との相互理解を促進し、透明性の

高いコミュニケーションの実現につながっていると考えます。

　今後も、工場見学会をはじめとするさまざまなIR活動を通じて投資家の皆様との建設的な対話を推進し、理解促進と

信頼関係の構築を図るとともに、持続的な企業価値の向上に努めてまいります。

TOPICS
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取締役 監査役
指名・報酬委員会 監査役会指 監

ガバナンス
目
次
に
戻
る

GSユアサの「価値創造」GSユアサの歴史と今 目指す姿の実現に向けた
中長期戦略

価値創造に向けた
「事業戦略および基盤戦略」 ガバナンス コーポレート・データ

取締役会長  
村尾 修

1982年 4月
2010年 4月

2011年 6月
2012年 6月
 

2015年 6月
 

2024年 6月

日本電池㈱（現㈱ＧＳユアサ）入社
㈱ＧＳユアサ産業電池電源事業部
産業電池生産本部長
同社理事
当社取締役
㈱ＧＳユアサ取締役
㈱ジーエス・ユアサ テクノロジー取締役
当社取締役社長
最高経営責任者（CEO）
㈱ＧＳユアサ取締役社長
当社取締役会長（現任）
㈱ＧＳユアサ取締役会長（現任）

日本電池㈱（現㈱ＧＳユアサ）入社
ＧＳ Battery U.S.A. Inc. 社長
㈱ＧＳユアサ執行役員
㈱ＧＳユアサ エナジー取締役副社長
㈱ＧＳユアサ産業電池電源事業部
副事業部長
同社取締役
同社自動車電池事業部事業部長
当社取締役社長（現任）
最高経営責任者（CEO）（現任）
㈱ＧＳユアサ取締役社長（現任）

1989年  4月
2003年  3月
2016年  6月
2016年10月
2018年  4月

2022年  4月
2023年  4月
2024年  6月

代表取締役 取締役社長
阿部 貴志 指

日本電池㈱（現㈱ＧＳユアサ）入社
㈱ＧＳユアサ産業電池電源事業部事業
企画本部本部長
同社リチウムイオン電池事業部企画本部本部長
㈱リチウムエナジー ジャパン副社長
㈱ＧＳユアサ理事
同社産業電池電源事業部電源システム販売
本部本部長
当社コーポレート室担当部長
㈱ＧＳユアサ執行役員 同社経営戦略室室長
㈱ＧＳユアサ エナジー監査役
㈱ＧＳユアサ常務執行役員
同社産業電池電源事業部副事業部長
同社産業電池電源事業部電源システム販売本部本部長
同社取締役
㈱ジーエス・ユアサ テクノロジー取締役
㈱ＧＳユアサ産業電池電源事業部事業部長
同社常務取締役
同社専務取締役
㈱ジーエス・ユアサ テクノロジー取締役
㈱ＧＳユアサ取締役副社長（現任）
当社取締役副社長（現任）

1984年  4月
2012年  4月

2013年  4月
2014年  6月
2015年  6月
2015年10月

2017年  6月

2019年  6月

2020年  4月

2022年  4月
2023年  4月
2025年  4月

2026年  4月
2026年  6月

湯浅電池㈱（現㈱ＧＳユアサ）入社
当社コーポレート室担当部長
㈱ＧＳユアサ理財部長
㈱ジーエス･ユアサ アカウンティングサービス
（現㈱ＧＳユアサ）取締役
㈱ジーエス・ユアサ フィールディングス
（現㈱ＧＳユアサ フィールディングス）監査役
㈱ＧＳユアサ理事
㈱ジーエス･ユアサ アカウンティングサービス
（現㈱ＧＳユアサ）取締役社長
当社コーポレート室長（現任）
㈱ＧＳユアサ取締役（現任）
当社取締役（現任）
当社最高財務責任者（CFO）（現任）

1989年 4月
2015年 4月
2016年 6月

2017年 6月
2018年 6月

2020年 4月
2021年 4月
2022年 6月 

在任年数
所有株式数

2年
65百株

在任年数
所有株式数

2年
203百株

取締役 CFO
松島 弘明

在任年数
所有株式数

4年
84百株

代表取締役 取締役副社長
谷口 隆

在任年数
所有株式数

0年
81百株

立石電機㈱（現オムロン㈱）入社
同社グローバルリソースマネジメント本部長
同社執行役員
同社グローバルSCM＆IT革新本部長
同社執行役員常務
同社グローバル戦略本部長
同社執行役員専務
同社取締役、執行役員専務
同社取締役、執行役員専務、
最高財務責任者（CFO）
㈱ワコールホールディングス社外取締役（現任）
㈱Ｔ＆Ｄホールディングス社外取締役
(監査等委員)（現任）
当社取締役（現任）

1983年 4月
2011年 3月
2011年 6月
2013年 3月
2013年 4月
2014年 3月
2014年 4月
2014年 6月
2017年 4月

2023年 6月
2024年 6月

社外取締役
日戸 興史

在任年数
所有株式数

2年
7百株 指指

社外取締役
平井 弓子

社外監査役（非常勤）　
松山 秀樹

日本電池㈱（現㈱ＧＳユアサ）入社
㈱ジーエス･ユアサ アカウンティングサービス
（現㈱ＧＳユアサ）取締役
㈱ジーエス・ユアサ ビジネスサポート
（現㈱ＧＳユアサ）取締役
当社財務統括部担当部長
当社内部統制室担当部長
当社コーポレート室担当部長
㈱リチウムエナジー ジャパン取締役
㈱ＧＳユアサ自動車電池事業部企画部長
同社グローバル技術統括本部技術戦略室
担当部長
当社コーポレート室担当部長
 ㈱ＧＳユアサ経営戦略室担当部長
同社理事
同社秘書室長
当社常勤監査役（現任）
㈱ＧＳユアサ常勤監査役（現任）
㈱ジーエス・ユアサ テクノロジー監査役（現任）
㈱ジーエス・ユアサ バッテリー監査役（現任）
㈱ＧＳユアサ エナジー監査役（現任）

1985年  4月
2004年  6月

2005年10月

2006年  6月
2008年10月
2010年  4月
2011年  3月
2012年  4月

2014年  7月

2016年  6月
2020年  4月
2024年  6月

在任年数
所有株式数

新任
5百株

在任年数
所有株式数

新任
ー

監査役（常勤）　
真田 芳行

在任年数
所有株式数

2年
54百株

指
社外取締役
小川 千種

在任年数
所有株式数

新任
ー

等松・青木監査法人
（現有限責任監査法人 トーマツ）入所
公認会計士登録
監査法人トーマツ（現有限責任監査法人
トーマツ）パートナー
㈱エスティック社外取締役 監査等委員
辻内公認会計士事務所開設 所長（現任）
㈱学情社外取締役（現任）
積水樹脂㈱社外監査役（現任）
当社監査役（現任）
日本公認会計士協会近畿会監事

1978年 2月

1982年 3月
1998年 6月

2019年 6月
2019年 7月
2020年 1月
2020年 6月
2021年 6月
2022年 6月

検事任官（東京地方検察庁検事）
㈱産業革新機構コンプライアンス室長
弁護士登録（第一東京弁護士会）
シティユーワ法律事務所入所
第一東京弁護士会常議員
シティユーワ法律事務所パートナー弁護士（現任）
関東弁護士連合会男女共同参画委員会
副委員長
東鉄工業㈱社外取締役（現任）
ルネサスエレクトロニクス㈱社外監査役
JCRファーマ㈱社外監査役（現任）
当社監査役（現任）

2002年10月
2013年  7月
2016年  7月

2018年  4月
2019年  1月
2020年  4月

2021年  6月
2022年  3月
2025年  6月

大阪国税局入局
同局調査第二部調査第12部門統括
国税調査官
国税庁大阪派遣監督評価官
大阪国税局課税第二部消費税課長
同局総務部人事第一課長
同局課税第二部次長
同局徴収部長
松山秀樹税理士事務所代表（現任）
㈱王将フードサービス社外監査役（現任）
㈱ＧＳユアサ社外監査役
当社監査役(現任)

1981年 4月
2009年 7月

2011年 7月
2012年 7月
2014年 7月
2016年 7月
2017年 7月
2018年 8月
2019年 6月
2021年 6月
2026年 6月

社外監査役（非常勤）　
深山 美弥

在任年数
所有株式数

1年
0百株

社外監査役（非常勤）　
辻内 章

在任年数
所有株式数

5年
7百株

監

監 監

監

指
社外取締役
山口 貢

1981年  4月
2006年  4月

2010年  4月
2011年  4月
2013年  4月
2014年  4月

2015年  4月

2016年  6月
2017年  4月
2018年  4月
2024年  6月
2025年  6月

㈱神戸製鋼所入社
同社機械エンジニアリングカンパニー
企画管理部長
同社理事、機械事業部門企画管理部長
同社執行役員、経営企画部長
同社常務執行役員
同社常務執行役員、
機械事業部門圧縮機事業部副事業部長、
機械事業部門企画管理部長
同社専務執行役員、
機械事業部門産業機械事業部長
同社取締役専務執行役員、機械事業部門長
同社取締役副社長執行役員、機械事業部門長
同社取締役社長
同社特任顧問（現任）
当社取締役（現任）

在任年数
所有株式数

1年
1百株

辻内 章

阿部 貴志村尾 修谷口  隆平井 弓子 松島 弘明 小川 千種

山口 貢日戸 興史真田 芳行 深山 美弥 松山 秀樹

サントリー㈱入社
同社キャリア開発部部長
サントリーホールディングス㈱人事部部長
同社ダイバーシティ推進室部長
サントリーパブリシティサービス㈱
取締役社長
サンリーブ㈱（現 サントリーフィールドエキ
スパート㈱）取締役社長
ハーゲンダッツジャパン㈱取締役社長
ライオン㈱社外監査役（現任）
当社取締役(現任)

1982年 4月
2005年 3月
2009年 9月
2011年 4月
2015年 4月

2018年 4月

2020年 1月
2025年 3月
2026年 6月

日本たばこ産業㈱入社
JT International S.A.
グローバルサプライチェーンダイレクター
日本たばこ産業（株）ＣＳＲ推進部長
同社執行役員ＣＳＲ担当
同社執行役員
サステナビリティマネジメント担当
同社執行役員国内たばこ事業原料担当
（公社）日本フィランソロピー協会
常務理事（現任）
当社取締役(現任)

1987年  4月
2009年10月

2015年10月
2018年  1月
2019年  1月

2020年  1月
2024年  6月

2026年  6月

ガバナンス ー 役員一覧  （2026年6月26日現在）


